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私 の スケ ッチ ・ブ ック(11)

コンポス トをめぐって

国立民族学博物館 助教授

森　 明 子

■コ ン ポ ス ト

　 コンポス トとい うことばをご存知だろ

うか。外来の言葉がどんどんふえる日本

社会に、最近登場 した語の一つで、そろ

そろカタカナの 日本語 にな りつつある。

英和辞典(研 究社)を ひ くと、「しっく

い、配合土、培養土、堆肥、 コンポス ト、

混合物」 とある。 日本でもさまざまな場

面で使われているようだが、私が ここで

とりあげようと思 っているのは、家庭用

生 ゴミ処理器 としてのコンポス トである。

商品名の一部に使 われることもある。

　留守の多い私の生活では、鉢植えを置

くことすらままならない。当然の ことな

が ら、 こういう商品 とは縁が うす くなる

が、婚家の母が これ を持 ってい るので、

お世話になることもある。先 日、朝顔の

鉢をひっ くり返 して土 をふ るいにかけて

いたら、いろいろな ものが出てきた。コ

ンポス トでつ くった土である。

　土 を調べて初めに感心 したのは、生物

のた くましさである。蟻 の集団生活が営

まれていたらしく、天地がひっくりかえ

ってパニックをきた した蟻集団が、即座

に、わやわや と動 き始めた。よ く見てい

る と、中 には冷静な もの もいる らしく、

卵 らしいもの をかかえて移動を始める部

隊がある。 といっても、 どこに移動 しよ

うという方向は見えていないらしい。パ

ニ ックをもよお した蟻の動 きは、鉢の土

をふるいにかけて、柔 らかな一山ができ

るころには、 もう見えな くなった。 この

土の山の中に新 しい住みかを築いている

のだろうか。

　蟻のほかに、土の中には、どこか ら来

たのかと思 う大 きなみみずが3匹 住んで

いた。ふるいの中であわてている。あま

り長い間 日光にあたっていてはみみずに

とってよくないだろうとも思ったが、手

にとる気にもならず注視 していると、そ

のうちふるいの 目から落ちて、再び土の

中にもぐっていった。みみずは土 をたが

や して くれ る と聞い たこ とが あるので、

また働いてもらおう。

　土の中か ら出て くるのは生物ばか りで
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はない。ラップの切れ端や、スーパーで

野菜の袋の口を しめていた赤いテープの

端な どが見える。入れない ように注意 し

ていても、入って しまうものはある、い

つ ごろ捨てたゴミだろうか、 と思 う。

　 しじみの貝殻 もときどき出てくるのだ

が、その量か ら推 して、貝殻 のほ とん ど

は土にもどっているらしい。母は、鯵の

ひらきの骨は捨ててもよいが、鶏の骨は

だめだといっていた。私が知 らずに鶏の

骨を入れた ときのことである。 ところが、

その骨が出て きた。するとこれはたぶん

3年 前 くらいだろう。3本 、4本 、まっ

た く形 をかえていない。 まざまざとした

形が土の中から突 き出 しているのは、妙

に印象深 く、 じっと見入ってしまった。

■選 　 　ぶ

　処理器 に入れる生ゴ ミには、入れてよ

い もの と悪いものとがある。母の家で料

理す るときは、 これ は入れ て もいいな、

と一瞬考えてか ら 「生 ゴミ用」 のビニー

ル袋 に入れるのが習慣 になった。 この袋

の中身をのちにコンポス トに入れる。 し

じみの貝殻はよいらしいが、あさ りやは

まぐり、さざえなどの貝は遠慮 している。

理由は、 とても土 にかえりそうには見 え

ない、頑丈なつ くりを しているか らであ

る。私がなぜ鶏の骨を入れたのか といえ

ば、鶏の骨が柔 らかいという意識があっ

たためだろう。実際鶏の骨 は、牛や豚の

骨 とは比べ ものにな らないほど柔 らかい

ではないか。私の意識の中で、鶏の骨は

しじみの貝殻 と同類 で豚や牛の骨ははま

ぐりと同類 、というアナロジー(=類 推)

がで きていたのだ と推測する。が、 これ

は失敗 だった。

　私が とくに意識する もの として、ほか

に玉 ねぎとにんに くの皮が ある。 「?」

と思われるか もしれない。 これは私がオ

ース トリアの農家で生活 していた間に培

われた習慣 である。 オース トリアでは、

生 ゴミ処理器は使っていなかった。その

かわ り、野菜屑な どは白いプラスチ ック

製のバケツに集めておいて、朝夕の豚の

餌の一部にあてていた。 しばしば台所 に

立っていた私は、このバケツ を 「生 ゴミ」

入れと心得て、さまざまの野菜 くずを入

れていた ものだ。玉ねぎとにんに くの皮

は私 にとって、生 ゴミにほかな らないか

ら、当然 このバケツに入れた。 しか しあ

るとき、主婦 に注意 された。理由をたず

ねると、その薄い皮は消化 されないばか

りか、豚の胃壁に貼 りついて豚の身体に

悪影響 を及ぼすか らとい う。 なるほど。

私は、生 ゴミを捨てるのに、豚 の胃袋の

ことなど思いもよらなかった。

　村では、 どの家庭 もほぼ同型のバケツ

を使 っていて、それを流 し台の下に置い

ていた。同 じ場所 にもう一つバケツ を置

いていて、そこには燃 えるゴミを入れて

いた。私の 目に、二つ並 んだバケツ は、

日本の台所に置いてあるのと同様の 「生

ゴミ」 と 「燃 えるゴミ」 のゴミ箱 として

映っていたのである。 しか し、これは似

て非 なるものであった。

　主婦 は一方 を 「豚のため」 と呼び、残

りもののパ ンや料理 もここに入れていた。

私 よりはるかに倹約家である主婦が、私

で ももったいない、 と思 うようなものを
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入れることもあ った。 「まだ食べれるん

じゃない?」 と私がいうと、「豚が喜ぶ、

豚 も食べ物が必要だ」 と答えていた。私

はバケツにモノを入れる行為から、いつ

までたって も 「捨てる」 というイメージ

を払拭 できなかったようだ。

　 もう一方のバケツは 「紙類」 と呼ばれ

ていて、これは薪の着火材 となった。薪

はセン トラル ・ヒーティングの熱源であ

る。いずれ も単なるゴミではなかったわ

けである。

■育 て る

　「豚のため」の白バケツ は、 コンポス

トに入れるために生ゴミを集めてお くビ

ニール袋 と比較できる。

　 「豚のため」の中身は、やがて豚の胃

袋にお さまり、時 をへて豚の排泄物 に姿

をかえる。敷いておいた藁の上に出され

たそれ を、主婦は毎 日集め、屋外に積み

あげてお くと、やがてそれは堆肥 といわ

れる ものになる。この堆肥 は1年 に1～

2度 の周期で、菜園や畑 をつ くるときに

土の上 にまかれる。

　一方、 ビニール袋か らコンポス トに移

された生ゴミは、一定の時間をおいたの
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ちに土 となる。ある程度の量がた まった

ところで、プランターの植 え替 えに古い

土 と混ぜて使 う。

　豚の胃袋はコンポス トに対応する。生

ゴミ処理器をコンポス トと命名する意図

は、豚がつ くる堆肥 との類比 にあるのだ

が、豚 に食べ物 を与えるの と、コンポス

トに生 ゴミを入れるの とでは、豚 と専用

器 という対象 その ものの違いをお くとし

ても、それ を扱 う人間の側にも、対象へ

の接 し方、感情、労働 の質や量、そのリ

ズム、その とき感 じる臭いにいたるまで、

大 きな違いがある。

　一方は、人 と家畜 との長いつ きあいの

もとに築 き上げられた技術であ り、 さま

ざまな工夫が加 え られて きた とはいえ、

近代や現代の社会の節 目にも断絶するこ

とな く維持 されて きた。他方 は、近代都

市 においていったんは見捨てた 「土」 と

の関係 を、現代都市 に生 きる住民が、 も

う一度 とりもどそ うと思い立ってつ くり

あげた現代のテクノロジーであり、 まさ

しく現代都市に位置づけられる実践であ

る。

　 このあ きらかな断絶 を経て、性格の違

いを含み込みなが ら、現代テクノロジー

にコンポス トの名前が与 えられ、流通 し

てい くのである。言葉や物の意味が、空

間を超 え、時間を超 えて広がった り、屈

折 していった りする過程を、私たちは 目

の当た りに している といってよいだろう。

　 とりわけゴミ処理は、20世 紀の末 にな
　 　 グロ　バル

って世界大のスケールで意識化 され、新

しい意味 を与 えられつつある事象である。

その背景 をあ らためて意識 して見れ ば、



「堆肥」 とい うかつては もっとも卑俗 な

対象 であった ものが、現代において新 し

い意味 を獲得 しつつ、社会的な地位 を上

昇 させて きたことが、それな りの意義を

帯 びて見えて くる。

■グローバル化の中で

　ところで、堆肥は現代世界の価値基準

の中で、たしかに再評価されたが、その

高められた評価は、村で実際に堆肥をつ

くる人の評価 と適合しているわけではな

い。環境や健康をうたうグローバルな価

値づけが、生活に根ざしたローカルな価
　 　 そ　こ

値 と齟齬(=い きちがい)を きたすところ

が、現代世界のやっかいなところである。

　 オース トリアで私 が生活 した村 では、

この10年 ほどのあいだに家畜 を手放す家

が、飛躍的に増加 している。家畜を手放

す ことは、堆肥 をつ くらないことを意味

す る。 しかも、まさにこのことが、家畜

を手放す主たる要因なのだ。というの も、

人々は毎朝毎夕欠かすことができない畜

舎仕事の拘束や、堆肥 から発する臭いか

ら解放 されたいと望むがゆえに、家畜を

手放す。それを裏付けるように、畜舎仕

事 をしなければな らない伝来の豚や牛 を

手放 して、そのかわ りに冬でも放牧 して

おける、寒冷地 に適応 した牛 を新 たに飼

いは じめている農家 もある。

　人々に畜舎仕事を放棄 させ たもっとも

大 きな要因は、農村の時間 とは違う現代

世界の時間意識である。学校や職場 に通

うようになった人々は、それでもしばら

くのあいだは自家 で家畜 を飼 っていた。

しか し、畜舎仕事があるか ぎり、休暇が

あっても旅行に行 くことはできない。

　一方 には、自家で育てた健康な肉や自

然 に親 しむライフスタイルへの高い評価

がある。 しか し、ローカルな世界の人々

は、このようなグローバルな世界で見直

されたポス トモダンの価値 よりも、バケ

イションを楽 しむモダンなライフス タイ

ルに軍配をあげたのである。人々にとっ

て捨てがたかったのは、むしろ自家で育

てた豚の味に対する自信 と執着、家畜を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　きょう　じ

育て ることへ の愛情 と矜持(=誇 り)の

ほうだったの ではないかと私 には思える。

　環境 とか健康 とか、そういう価値 を見

直すのはたいへん結構 なことである。こ

のような再評価は、現代 テクノロジーの

先端に堆肥 を位置づ けることで進め られ

ている。堆肥をコンポス トと呼び換える

のは、そのための手続 きのひとつ と考え

ることができる。一方、このような現代

テクノロジーを経ない本来の知恵のほう

は、匿名的なグローバルな世界 において

は持ち上げられて も、 ローカルな生活世

界でその ような価値 はたいして意味 をも

たずに、結局、捨てられてしまうことも

ままある。グローバル化の中のローカル

な世界では、そういうね じれが起 こって

いるようだ。
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